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研究成果概要 

 互いに非相溶な高分子からなる共重合体は、自己組織化によりミクロ相分離構造を発現

する。高密度に異種側鎖を有する櫛型ポリマーであるヤヌス型ボトルブラシは、特徴的な一次

構造に由来する、直鎖状ブロック共重合体とは異なるミクロ相分離構造の形成挙動を示すこと

が、近年明らかにされている。ヤヌス型ボトルブラシにおけるミクロ相分離構造の形成因子は、

主として側鎖の特性（密度および体積分率）により理解される。一方、セルロースは半剛直か

つキラルな主鎖を有する高分子であり、ある種の誘導体は主鎖のキラリティに起因したらせん

状の高次構造（コレステリック液晶等）を形成する。この分子鎖特性をミクロ相分離系に拡張す

べく、本研究では、セルロース鎖への異種高分子の高置換度かつ位置選択的な導入により、

側鎖の密度および相対位置が制御されたヤヌス型ボトルブラシ（セルロース系ヤヌス型ボトル

ブラシ）を設計・合成した。得られたヤヌス型ボトルブラシのキャスト膜を作製し、小角 X 線散乱

（SAXS）測定および透過型電子顕微鏡（TEM）観察によりミクロ相分離構造の評価を行った。

得られた相分離構造スケールは側鎖長に比較して大きく、セルロース主鎖の一次構造を反映

したミクロ相分離構造形成の可能性を示唆した。一方、ヤヌス構造ではないセルロース系ボト

ルブラシ（2,3 位にメチル基、6 位にポリスチレン鎖を有するセルロース）の溶液特性についても

調べ、セルロースの特性を反映した剛直性を明らかとした 1)。 
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